
王

陽
明

佛
刹

巡
歴
年
譜

會
要

四
十
九
歳

正
徳
十
有
五
年
庚
辰
.
皇
紀
二

一
八
〇
、
西
紀
」

五

二
〇

・

赴
南
京

斑
騙

武
宗
帝
南
京
に
あ
・
、
陽
明
、
露

よ
泉

路

に
由

り
召

に
赴

く
。

留
蕪
繰

騙

途
次
薯

忠
奪

阻
止
せ
し
参

、
安
徽
の

蕪
湖
に
牛
月
飴
留
在
o

遊
九
華
耗

駄

後
己
む
を
畢

二
+
有
年
前
曾
遊
の
幽
境
、

九
華
山
の
草
庵
に
逃
れ
專
ら
端
座
澄
心
見
性

の
践
履
を
な
し
、
其
の
聞
、
無
相
、
化
城
諸

輝
刹
に
遊
ぶ
。

九
華
に
赴
く
途
次
江
上
九
華
山
を
観
望
し
詩

を
賦
し
て
曰
く
。

江
上
望
九
華
山
二
首

王
陽
明
佛
刹
巡
層
年
譜
會
要
(
三
)

一 曳

〔二 」

久

須

本

文

雄

當
年

一
上
化
城
峯
、
十
日
高
眠
雷
雨
中
、

霧
色
曉
開
千
嵯
雪
、
.
濤
聲
夜
渡
九
江
風
、

此
時
隔
水
看
圖
書

、
幾
年
緑
雲
佳
桂
叢
、

却
負
洞
仙
蓬
海
約
、
玉
函
丹
訣
在
睦
嗣
。

窮
探
錐
得
鑑
幽
奇
、
山
勢
須
從
遠
望
知
、

幾
朶
芙
蓉
開
碧
落
、
九
天
屏
障
列
雄
摩
、

高
同
華
獄
慮
無
黍
、
名

並
匡
盧
却
梢
卑
、

信
是
講
仙
還
具
眼
、
九
華
題
後
寛
難
移
。

(全
書
巻
二
十
、
外
集
二
、
江
西
詩
内
)

観
成
華
龍
潭

飛
流
三
百
丈
、
瀬
洞
秘
需
巫激
、
峡
堺
開
雷

斧
、
天
虚
下
月
鈎
、
化
形
時
試
鉢
、
吐
氣

或
成
棲
、
吾
欲
鞭
龍
起
、
爲
森
遍
九
州
。

.
(

一
)
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王
陽
鯛
佛
刹
巡
暦

年
譜
會
要
(
三
)

(
全
書
巻
二
十
、
外
集

二
、
江
西
詩
内
)

重
遊
無
相
寺
次
薔
韻

'

奮
識
仙
源
路
未
差
、
也
從
谷
口
問
桃
花
、

屡
饗
絶
淺
経
淺
雪
。
幾
度
清
渓
踏
月
華
・、

虎
穴
相
隣
多
異
境
、
鳥
飛
不
到
有
檜
…家
、

頻
來
休
下
仙
翁
楊
,
只
借
峯
頭

一
方
霞
。

(全
書
巻
二
十
、
外
集
二
、
江
西
詩
内
)

無
相
寺
金
沙
泉
次
韻

黄
金
不
布
地
、
傾
沙
潟
流
泉
、
潭
浮
長
開

鏡
、
池
分
或
鋳
蓮
、
興
雲
爲
大
雨
、
濟
世

作
豊
年
、
縦
有
貧
夫
過
、
清
風
自
漉
然
。

(
全
書

巻
二
十
,
外
集
二
、
江
西
詩
内
)

重
遊
化
城
寺
二
首

愛
山
日
日
望
山
晴
、
忽
到
山
中
眼
自
明
、

鳥
道
漸
非
前
度
瞼
、
龍
潭
更
比
奮
時
清
.

會
心
人
遠
室
遺
洞
、
識
面
櫓
來
不
記
名
、

莫
謂
中
丞
喜
忘
世
、
前
途
風
浪
苦
難
行
。

山
寺
從
來
十
九
秋
、
薔
僧
零
落
老
比
丘
、

σ

(
二
)

籍
松
鑑
長
青
冥
幹
、
曝
水
猫
懸
翠
壁
流
、

人
住
暦
崖
嫌
洞
淺
、
鳥
鳴
春
間
畳
山
幽
、

年
來
別
有
閑
尋
意

、
不
似
當
時
孟
浪
遊
。

(
全
書
巻
二
十
、
外
集
二
、
江
西
詩
内
)

遊

九

華

九
華
原
亦
是
移
丈

、
錯
惟
山
頭
日
日
雲
、

乗
興
未
甘
回
俗
駕

、
初
心
絡
不
負
難
均
、

紫
芝
香
媛
春
堪
茄

、
青
竹
泉
高
晩
更
分
、

幽
夢
己
分
塵
土
累

.
清
猿
正
好
月
中
聞
。

(全
書
巻
二
十
、
外
集
二
、
江
西
詩
内
)

將
遊
九
華
、
移
舟
宿
寺
二
首

逢
山
未
悔
意
、
落

日
更
移
船
、
峡
寺
緑
漢

蓬
、
雲
林
帯
石
泉
、
鐘
聲
先
度
嶺
、
月
色

巳
浮
川
、
今
夜
巖
房
宿
、
寒
燈
不
待
懸
。

其

二

維
舟
谷
ロ
傍
煙
罪

、
共
読
前
岡
石
径
微
、

竹
杖
穿
雲
尋
寺
去

、
藤
筐
採
藥
帯
花
蹄
。

諸
生
晩
楓
聯
芳
杜
、
野
老
春
霞
綴
柄
衣
、
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風
詠
不
須
游
水
上
、
碧
山
明
月
更
清
輝
。

(
全
書
巻
二
十
、
外
集
二

江
西
詩
内
)

江
上
望
九
華
不
見

五
旬
三
過
去
九
華
,

一
度
陰
塞

一
度
雨
、

・

此
來
天
色
梢
晴
明
、
忽
復
昏
震
起
亭
午
、

平
生
山
水
最
多
緑
、
猫
此
相
逢
容
有
数
、

人
言
此
山
天
所
秘
、
山
下
居
人
不
常
謄
、

蓬
莱
渉
海
或
可
求
、
瑠
水
罠
脊
倶
奮
遊
、

洞
庭
何
止
呑
八
九
、
五
嶽
曾
向
嚢
中
牧
、

不
信
開
蕾
蓋
帰
六
A
肩
、
手
秩
赤
日
照
九
州
℃

駕
風
騎
氣
覧
八
極
、
覗
此
蹟
屑
眞
浮
湛
。

(
全
書
巻
二
十
.
外
集

二
、
江
西
詩
内
)

遊
九
華
道
中

微
雨
山
路
滑
、
山
行
入
輕
舟
、
桃
花
爽
岸

迷
遠
近
、
廻
轡
愚
瞳
盤
深
幽
、
奇
峯
慮
接

勢
回
首
.
謄
之
在
前
忽
在
後
、
不
道
舟
行

簿
屈
曲
、
但
佐
青
山
亦
奔
走
.
薄
午
雨
舞

雲
亦
開
、
青
鮭
布
機
無
塵
埃
、
梅
践
柳
径

,
王
腸
朋
佛
刹
巡
暦
年
譜
會
要
(
訟こ

度
村
落
、
長
松

白
石
穿
林
隈
、
始
禁
風
鐙

出
木
秒
。
更
傭
懸
崖
嘉
爆
雷
、
齪
山
高
頂

藏
卒
野
、
茅
屋
高
低
自
成
肚
、
此
中
那
得

有
人
家
、
恐
是
當
年
遜
秦
者
、
西
巖
日
色

漸
欲
下
、
且
向
前
林
秣
吾
馬
、
世
途
濁
隙

不
可
居
,
吾
將

此
地
螢
蘭
若
。

(
全
書
巻
二
十
、
外
集

二
、
江
西
詩
内
)

重
遊
無
相
寺
次
韻
四
首

遊
興
殊
未
審
、
塵
簑
不
可
留
。
山
青
只
依

曹

、
白
盤
世
間
頭
。

其

二

人
述
不
到
地
、
茄
茨
亦
数
聞
、
借
問
此
何

盧
、
云
是
九
華
山
。

其

三

抜
地
千
峯
起
、
芙
蓉
挿
曉
寒
、
當
年
看
不

足
、
今
日
復
來
看
。

其

四

ハ

爆
流
懸
絶
壁
、
峯
月
上
寒
塞
、
鳥
鳴
蒼
燗

(
三

)
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王
陽
明
佛
刹
巡
暦
年
譜
會
要
(三
)

赴
南
昌
糀
%

底

、
僧
佳
白
雲
中
。

(
全
書
巻
二
十
,
外
集

二
、
江
西
詩
内
)

山

僧

巖
下
薫
然
老
病
櫓
、
曾
求
佛
法
禮
南
能
、

論
詩
自
許
窺
三
昧
、
入
聖
無
梯
出
小
乗
、

高
閣
松
風
瓢
夜
磐
、
石
床
花
雨
落
塞
燈
、

更
深
月
出
山
臆
曙
、
漱
歯
焚
呑
論
樗
。

(
全
書
巻
二
十
、
外
集
二
、
江
西
詩
内
)

此
の
山
信
の
詩
は
多
分
に
佛
教
的
用
語
を
採

用
し
就
中

「
禮
南
能
」
(南
能
は
六
租
慧
能
)

に
徴
し
て
蓋
し
陽
明
は
六
組
壇
経
を
愛
諦
し

六
組
慧
能
の
南
頓
的
輝
風
に
心
酔
し
陳
建
も

陽
明

一
生
講
學
是
尊
信
達
磨
慧
能
。

(學
蔀
通
辮
、
績
下
五
丁
、
和
刻
本
)

と
論
示
す
る
如
く
顯
著
に
其
の
影
響
を
受
く

武
宗
命
じ
て
南
昌
に
還
ら
し
む
。

途
次
江
西
鷹
山
の
(開
先
?
)開
元
爾
刹
に
遊

び
白
鹿
洞
に
も
赴
く
。

如

九

江

上二

旬
?月

 

遊
盧
山
牝
馬

(
四

)

遊
慶
山
開
元
寺

僻
性
尋
常
慣
受
猜
、
看
山
叉
是
百
忙
來
.

北
風
留
客
非
無
意
、
南
寺
逢
槍
即
未
回
,

白
日
高
峯
開
雨
雪
、
青
天
飛
爆
潟
雲
雷
、

縁
漢
踏
得
支
莇
地
、
修
竹
長
松
覆
石
豪
。

(全
書
巻
二
十
、
外
集
二
、
江
西
詩
内
)

白
鹿
洞
猫
樹
亭

五
老
隔
青
冥
.
尋
常
不
易
見
、
我
來
騎
白

鹿
、
凌
室
陽
飛
燭
.
長
風
捲
浮
雲
、
襲
帷

始
窺
面

.

一
笑
勿
奮
顔
、
塊
我
髪
先
攣
、

我
來
爾
爲
主
、
乾
坤
亦
郵
傳
、
海
燈
照
孤

月
、
静
樹
有
飴
脊
、
彰
叢
浮

一
鰯
、
賓
主

柳
酬
勧
、
悠
悠
萬
古
心
、
黙
契
可
無
緋
o

(
同

上
)

車
駕
未
還
な
り
し
た
め
、
憂
灌
心
痛
し
て
兵

を
江
西
、
九
江
に
閲
す
。

、

再
び
鷹
山
に
赴
き
東
林
、
天
池
、
開
先
、
開

元
、
諸
刹
に
遊
ぷ
。
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」

鷹
山
東
林
寺
次
韻

東
林
日
暮
更
登
山
、
峯
頂
高
檜
有
蘭
若
、

雲
蕪
鐙
道
石
参
差
、
水
聲
深
澗
樹
高
下
.

遠
公
學
佛
却
援
儒
、
淵
明
嗜
酒
不
入
耐
、

我
亦
愛
山
傍
懸
官
、
同
是
乾
坤
避
人
者
、

我
歌
白
雲
鍵
者
寡
、
山
自
黙
頭
泉
自
潟
、

月
明
堅
底
忽
驚
雷
.
夜
孚
天
風
屋
吹
瓦
。

(
全
書
春
二
十
,
外
集
二
、
江
西
詩
内
)

叉
次
郡
二
泉
韻

昨
遊
開
元
殊
草
草
、
今
日
東
林
遊
始
好
。

手
持
蒼
竹
機
暦
雲
、
直
上
青
天
招
五
老
、

萬
墾
笙
竿
松
籟
哀
、
千
峯
庵
映
芙
蓉
開
、

坐
傭
西
巖
窺
落
日
、
風
吹
孤
月
江
東
來
、

莫
向
人
間
室
白
首
、
富
貴
何
如

一
杯
酒
、

種
蓮
栽
菊
爾
荒
涼
、
恵
遠
陶
潜
骨
何
朽
、

乗
風
我
欲
還
金
庭
、
三
州
弱
水
連
沙
汀
、

他
年
海
上
望
鷹
頂
、
畑
際
浮
薄

一
黙
青
。

(
同

上
)

王
陽

明
佛
刹
巡
暦
年
譜
會
要
(
三
)

登
蓮
花
峯

蓮
花
頂
上
老
僧
居
、
脚
踏
蓮
花
不
染
泥
、

夜
孚
花
心
吐
明
月
、

一
穎
懸
室
黍
米
珠
。

(同

上
)

夜
宿
天
池
、
月
下
聞
雷
、
次
早
知
山
下

、

大
雨
三
首

昨
夜
月
明
峯
頂
宿

.
隙
隠
雷
聲
在
山
麓
、

曉
來
却
問
山
下
人
、
風
雨
三
更
捲
蔀
屋
。

野
人
椹
作
青
山
主
、
風
景
朝
昏
頗
裁
取
、

巖
傍
日
脚
孚
漢
雲
、
山
下
雷
聲

一
村
雨
。

天
池
之
水
近
無
主
、
木
魅
山
妖
競
倫
取
、

公
然
叉
盗
山
頭
雲
、
去
向
人
間
作
風
雨
。

(同

上
)

重
遊
開
元
寺
戯
題
壁

中
丞
不
解
了
公
事
、
到
虜
看
山
復
尋
寺
、

伺
爲
妻
學
守
俸
銭
、
至
今
未
得
休
官
去
、

三
月
開
花
爾
度
來

、
寺
僧
倦
客
門
未
開
、

山
蘂
似
嫌
俗
士
駕

、
漢
風
欄
路
吹
人
回
、

(
五

)
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王
陽
明
佛
刹
巡
暦
年
譜
會
要
(三
)

君
不
見
富
貴
中
人
如
中
酒
、
折
腰
解
醒
須

五
斗
、
未
妨
適
意
山
水
聞
、
浮
名
干
我
亦

何
有
。

(同

上
)

遊
盧
山
開
元
寺

溝
農
入
谷
到
斜
唖
、
偏
歴
青
霞
躍
紫
雲
、

閨
遠
從
隻
劔
關
、
銀
河
眞
自
九
天
分
、

駆
馳
此
日
原
非
暇
、
夢
想
當
年
亦
自
勤
、

　

断
擬
罷
官
來
駐
此
,
不
敏
林
鶴
更
移
文
。

(
同

上
)

叉
、
旛
山
の
近
隣
の
落
星
寺
(
鄙
陽
湖
の
北
)

に
も
訪
歴
せ
し
な
ら
ん
。

遊
落
星
春

女
蝸
煉
石
補
天
漏
、
瑛
磯
書
夜
無
停
走
、

自
從
堕
却
玉
衝
星
、
至
今
七
政
迷
前
後
、

渾
儀
書
夜
徒
掃
摩
、
敬
授
人
時
亦
何
有
、

玉
衡
堕
却
此
湖
中
、
眼
前
誰
是
補
天
手
。

(同

上
)

二

月

歴
南
昌

下
旬
?

南
昌
に
麟
省
。

在
南
昌

三
月

十五
五 四
日月 月

如
鞍
州

歓

棚

自
章
ロ

六

月

入
玉
笥

+
四
日

至
雲
讐

五
朗

 至
吉
安
株
勧

(
六

)

江
西
の
租
税
を
寛
に
せ
ん
こ
と
を
上
奏
す
。

上
奏
し
て
故
租
母
山今
氏

を
弔
墓
せ
ん
こ
と
を

乞
ひ
し
も
允
さ
れ
す
。

在
南
昌
、

江
西
に
大
洪
水
あ
り
上
疏
し
て
弾
劾
す
。
之

君
心
の
開
悟
し
て
意
を
庶
民
に
垂
れ
ん
事
を

希
ひ
し
な
り
。

籟
州
に
赴
く
。

章
ロ
よ
り
玉
笥
に
入
る
。

雲
儲
に
至
り
て
宿
す
。

吉
安
を
過
ぐ
。

遊
青
原
山
鮪

神
青
原
山
(
江
西
、
吉
案

吉
州
)
の
馨

寺
に

遊
ぶ
。青

原
山
次
黄
山
谷

韻

-

春
観
歴
州
郡
、
駆
馳
倦
風
埃
、
名
山
特
乗

暇
、
林
整
盤
榮
廻
雲
石
縁
献
蓬
,
夏
木
深

暦
隈
、
仰
窮
嵐
罪
際
、
始
観
嘉
殿
開
、
衣

傳
西
竺
奮
、
構
遺
唐
宋
材
、
風
松
漢
溜
急
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濡
響
室
山
哀
、
妙
香
隙
玄
洞
、
櫓
屋
懸
弩

崖
、
叛
依
繊
龍
象
、
防
降
臨
緯
階
、
飛
泉

潟
璽
費
、
曲
艦
連
雲
懐
、
我
來
慨
遺
述
、

勝
事
多
浬
埋
,
遡
ム矢
西
方
…教
、
流
傳
遍
中

壌
、
如
何
皇
極
化
、
反
使
吾
人
猜
、
剥
陽

幸
未
絶
.
生
意
存
枯
萎
、
傷
心
眼
底
事
、

莫
負
生
前
盃
、
煙
霞
有
本
性
、
山
水
乞
節

1

骸
、
崎
嘔
羊
腸
坂
、
車
輪
幾
傾
催
、
瀟
散

築
麓
伴
、
澗
谷
終
追
陪
、
括
愉
返
眞
澹
、

寂
僻
喧
鱈
、
至
樂
焚
天
籟
、
縣
竹
謝
淫

畦
、
千
古
自
同
調
、
堂
必
時
代
僧
、
珍
重

、

二
三
子
.
蕪
遊
非
偶
來
、
且
從
山
里
宿
、

勿
受
役
夫
催
、
東
峯
上
姻
月
、
夜
景
方
俳

徊
。

(
全
書
巻
二
十
、
外
集
二
、
江
西
詩
内
)

過
泰
轟

雛

優

の
南
方
泰
和
縣
を
過
ぎ
し
時
少
宰
羅
整

庵
、
書
を
逡
り
來
り
て
嬰
を
問

ふ
。
此
の
書

「傳
習
録
」

巻
二
所
牧
に
し
て
格
物
を
謂
ひ

王
楊
朋
佛
刹
巡
暦
年
譜
會
要
(三
)

・

至鰭

州
下六
旬
?月

學
者
用
功
の
方
法
を
指
示
す
る
ご
と
切
な
り

鞍
州
に
至
り
士
卒
を
閲
し
戦
法
を
敏
ふ
。
此

の
時
、
宙
者
江
彬
人
を
使
は
し
て
動
欝
を
窺

見
せ
し
め
し
か
ば
、
諸

生
及
び
陳
九
川
等
戒

論
せ
し
も
、
毫
も
疑
催

せ
す
却
つ
て

「
徽
々

吟
」
を
作
ゲ
て
之
を
解

く
。
帥
ち
其
の
詩

に

日
く
。鰍

々
吟

知
者
不
惑
仁
不
憂
、
君
胡
戚
戚
眉
饗
愁
、

信
歩
行
來
皆
担
道
,
愚
天
判
下
非
人
謀
、

用
之
則
行
舎
即
休
、
此
身
浩
蕩
俘
虚
舟
、

丈
夫
落
落
鍬
天
地
、
宣
顧
束
縛
如
窮
囚
、

千
金
之
珠
弾
鳥
雀
、
掘
土
何
煩
用
鍋
鎮
、

君
不
見
東
家
老
翁
防
虎
患
、
虎
夜
入
室
御

其
頭
、
西
家
兇
童
不
識
虎
、
執
竿
騙
虎
如

騙
牛
、
痴
人
懲
嘘
途
魔
食
、
愚
者
畏
溺
先

自
投
、
人
生
達
命
自
漉
落
、
憂
讃
避
殿
徒

徽
徽
。

'

(七
)
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王
陽
明
佛
剰
巡
暦
年
譜
倉
要
(
三
)

(
全
書
巻
二
十
、
外
集
二
、
江
西
詩
内
)

此
の

「
嚇
々
吟
」
は
己
揚
の

「
澄
海
」
と
共

に
就
中
有
名
な
る
物
に
し
て
、
實
に
洒
睨
豪

"

夢

放
雄
大
、
何
等
技
巧
を
弄
す
る
所
無
く
意
念

の
儘
に
叙

べ
、
逡
遙
無
碍
な
お
陽
明
の
心
境

を
表
し
そ
の

「信
歩
行
來
皆
坦
道
し

「
用
之

則
行
舎
邸
休
、
此
身
浩
蕩
浮
盧
舟
」

「
人
生

蓬
命
自
涯
落
」
の
諸
句
及
び

「
淀
海
し
の

「

何
異
浮
雲
過
太
塞
」

「
月
明
飛
錫
下
天
風
」

の
句
は
悟
徹
せ
る
騨
僧
の
境
涯
そ
の
も
の
な

も
'〇

六
月

盧
陵
の
劉
養
正
の
母
を
葬
り
文
を
爲
り
て
以

て
之
を
祭
る
。

在
轄
州

七
月

武
宗
帝
省
も
南
都
に
在
り
、
許
泰
江
彬
の
姦

窯
自
ら
俘
を
献
じ
功
を
奪
は
ん
と
せ
し
が
、

張
永
賠
か
す
乃
ち
命
を
下
し
重
ね
て
捷
音
を

上
ら
し
め
し
か
ば
始
め
て
車
駕
北
還
の
議
起

る
。

八
月

里

+
朗

憩

朋
間

館
南
昌

九
月

(
八

)

刑
部
院

に
春
ひ
正
憲

の
師
.
翼
一75
享
の
冤
罪

を
雪
が
ん
と
す
。
後
獄
中
に
卒
せ
し
か
ば
之

を
働
尖
し
文
を
作
り
て
憧
れ
む
。

四
度
上
疏
し
て
故
租
母
琴
氏
の
墓
を
弔
せ
ん

こ
と
を
請
ひ
し
も
允
さ
れ
す
。

國
學
基
本
叢
書
本
全
書
巻
二
十
、
外
集
二
、

へ
=

一五
頁
)
に

「
再
遊
延
壽
寺
次
蕾
韻
」
の

　

詩
題
あ
る
を
見
て
之
を
按
す
る
に
在
輯
當
時

(
四
十
九
歳
自
六
月
至
八
月
間
)廣
東
翻
州
に

赴
き
紹
州
の
延
壽
寺
に

一
度
遊
訪
せ
し
な
ら

ん
。

再
び
南
昌
に
遽
る
。

武
{示
の
大
駕
倫
未
だ
北
京
に
還
幸
せ
ざ
り
し

た
め
百
姓
敷
々
た
り
。
乃
ち
南
昌
の
工
役
を

興
し
、
各
道
院
に
徽
し
、
震
濠
の
腰
地
を
取

り
、
殖
産
貿
易
を
漿
働

し
、
以
て
磯
を
濟
ひ

税
に
代
ひ
し
か
ば
梢

々
回
復
せ
り
。

秦
州
の
王
心
齋
、
門
生
の
禮
を
執
る
。
心
齋
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,

++十

日月 月

 

O
O
O

春

は
王
龍
漢
と
共
に
王
門
の
二
大
龍
象
と
稻
謂

さ
れ
爾
子
に
依
り
て
王
學
天
下
に
盛
行
せ
し

な
り
。
爾
子
は
盆

々
佛
教
の
秘
を
啓
き
て
之

を
師
に
錦
し
、
陽
明
を
援
け
て
繹

に
入
れ
し

も
の
で
、
蓋
し
陽
明
の
輝
的
思
想
は
亦

一
面

爾
子
の
啓
獲
に
負
ふ
所
鮮
少
な
ら
ざ
る
な
り

心
齋
の
格
物
論
は
之
を
准
南
格
物
論
と
稔
呼

す
。
陳
九
川
等
日
に
講
席
に
待
り
て
宛
然
沫

酒
杏
壇
の
風
あ
b
と
構

せ
ら
れ
嘉
講

の
盛
況

又
察
す
る
に
絵
あ
り
。

武
宗
の
駕
の
南
京
を
獲
す
。

ゆ

車
駕
北
京
に
還
幸
し
陽
明
始
め
て
愁
眉
を
開

く
o

正
徳
+
四
年
(
四
+
八
歳
)と
+
五
年

(四
+

五
+
歳

九
歳
)
と
の
該
二
年
間
は
丈
武
二
途

に
於
て

一

畢
生
の
大
功
を
立
て
し
な
り
。

此
の
歳
春
日
、
齊
山
寺
(所
在
不
詳
)
に
遊
び

し
な
ら
ん
。

王
陽
明
佛
刹
巡
暦
年
譜
食
要
(
三
)

春
日
遊
齊
山
寺
、
用
杜
牧
之
韻
二
首

帥
看
花
襲
叉
花
飛

、
塞
向
花
前
嘆
式
微
、

自
笑
牛
生
行
脚
過
、
何
人
未
老
乞
身
蹄
、

江
頭
鼓
角
翻
春
浪
、
雲
外
施
旗
閃
落
暉
。

羨
殺
山
中
藥
鹿
俘
、
千
金
難
買
菱
荷
衣
。

倦
鳥
投
枝
己
齪
飛

、
林
聞
瞑
色
漸
罪
微
、

春
山
日
暮
成
孤
坐
、
遊
子
天
涯
正
憶
蹄
、

古
洞
漁
雲
含
宿
雨
、
碧
漢
明
月
弄
清
暉
、

桃
花
不
管
人
間
事
、
只
笑
出
人
未
彿
衣
。

(
全
書
巻
二
十
、
外
集
二
、
江
西
詩
内
)

(
四
十

一
歳
よ
り
四
十
九
歳
迄
の
巡
歴
は
「陽

明
巡
歴
略
圖
」
三
及
び

芸
参
照
)

正
徳
十
右
六
年
辛
己
、
皇
紀
一
=

八

一
、
西
紀

一
五
二

此
の
歳
始
め
て
陽
明
學
の
眞
髄
た
る
致
良
知

の
…教
旨
を
掲
ぐ
。
陽
明
の
所
謂
良
知
は
輝
の

自
性
、
妙
心
、
本
心
に
當
り
致
良
知
は
繹
の

(
九

)

ゆ
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王
陽

明
佛
刹

巡
暦
年
譜
會
要
(
三
)

見
性
、
現
前
本
來
面
目
の
旨
に
當
る
。
蓋
し

王
學

の
完
成
に
書
龍
黙
晴
の
手
段
を
全
う
せ

し
も
の
、
此
の
良
知
な
る
を
知
る
べ
し
。
此

の
致
良
知
の
提
唱
は
陽
明
の
激
學
三
攣
遷
の

中
、
第
三
攣
期
(
南
昌
以
來
)
に
属
す
る
物
と

謂
ふ
べ
し
。

居
露

議

朋

「
蒙

山
丈
集
」
を
刻
し
之
が

「
序
」
を
璽

て
陸
子
の
末
斎
を
表
彰
す
。

准
盧
山

五
月

門
生
を
白
鹿
洞
(鹿
山
)
に
集
め
專
ら
教
示
に

『

力
む
。
蓋
し
此
の
時
も
東
林
.
天
池
、
開
先

諸
刹
に
遊
訪
せ
し
物
な
ら
ん
。

湛
甘
泉
は
墨
庸
測
の

一
篇
を
、
方
叔
賢
は
大

學
と
樹
書
洪
籔
論
の

一
篇
を
各
々
寄
せ
し
に

野
し
書
を
以
て
敷
論
す
。

倫
彦
武
に
鈎
し
て
心
の
動
静
を
論
す
。

六
月
'
審
、
武
宗
、
崩
御
し
て
世
宗
印
位
し
新
政
の

初
め
、
陽
明
の
功
勲
を
嘉
し
て
召
用
の
勅
命

至
る
。

譜

皇

+
朗

至
銭
塘

七
月

至

越

八
月

麟
絵
銚

九
月

十
二
月

+

二
月

+
九
日

二

〇

)

勅
命
に
よ
り
南
昌
を
嚢
す
。

途
次
鏡
塘
に
至
り
し
が
輔
臣
の
阻
抑
に
遭
ふ

て
上
京
果
さ
す
。
南
京
兵
部
伺
書
に
陞
り
始

め
て
聾
省
を
許
さ
れ
る
。
門
人
陸
元
静
と
紳

仙
養
生
の
旨
を
論
ず
。

飴
銚
に
蹄
省
し
て
狙
螢
を
弔
ひ
瑞
雲
櫻
を
訪

ふ
。
是
よ
り
日
に
宗
族
親
友
と
宴
遊
し
到
る

慮
に
随
つ
て
良
知
を
教
示
す
。
後
年
陽
明
の

年
譜
を
撰
著
せ
し
銭
徳
洪
は
王
正
心
を
通
じ

て
蟄
を
以
て
門
生
と
な

る
。
夏
淳
の
苑
引
年

等
七
十
飴
人
來
謁
し
て
良
知
の
旨
を
聞
く
。

武
功
を
蹴
て
新
建
伯
に
封
ぜ
ら
る
。

爾
京
兵
部
術
書
を
象
ね
、
機
務
に
奉
賛
ぜ
し

む
。

勅
使
を
以
て
龍
山
公
を
存
問
せ
し
が
適

々
海

日
翁
の
誕
辰
に
當
り
宴
方
に
酎
な
り
き
。
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五
+

一
歳

ニ
ニ

在

越

五
在 十

越 歳

世
宗
嘉
靖
元
年
壬
午
、
皇
紀
二

一
八
二
、
西
紀

一
五

下二 十二
二 正

旬 月 日月 月

 

七
月

九
月

上
疏
し
て
封
爵
を
僻
せ
し
も
允
さ
れ
す
。

父
龍
山
公
七
十
有
七
歳
を
以
て
卒
す
。

特
旨
を
以
て
龍
山
公
と
組
父
竹
軒
と
に
併
ゼ

て
新
建
伯
を
贈
ら
る
。

'

再
び
上
疏
し
て
封
爵
を
辮
せ
し

も

允

さ

れ

す
。
有
司
は
陽
明
の
學
術
を
異
端
な
り
と
し

て
禁
邊
論
劾
せ
し
を
以
て
陸
澄
は
六
辮
を
爲

り
て
之
を
反
駁
せ
し
が
陽
明
之
を
止
論
す
。

龍
山
公
を
石
泉
山
に
葬
る
。

嘉
靖
二
年
癸
末
、
皇
紀
二

一
八
三
。
西
紀

一
五
二
三

二
月

南
宮
の
試
験
官
王
読
を
排
斥
駁
論
し
、
以
て

朱
読
を
援
護
損
張
せ
し
む
。

九
月

龍
山
公
を
天
柱
峯

の
陽
方
に
、
鄭
太
夫
人
を

除
山
に
各
々
改
葬
せ
し
む
◎

王
陽
明
佛
刹
巡
暦
年
譜
會
要
(
三
)

至
蒲
山
+

一
月

杭
州
の
近
く
の
瀟
山

に
至
り
浮
峯
寺
に
宿
し

て
見
素
林
公
と
共
に
時
事
の
非
な
る
を
慨
難

せ
り
。再

遊
浮
峯
次
韻

世
載
風
塵
始

一
回
、
登
高
心
在
力
全
嚢
、

偶
懐
勝
事
乗
春
到
、
況
有
良
朋
自
遠
來
、

還
指
松
薙
尋
蓉
隠
、
艘
開
雲
石
蕩
蕎
莱
、

後
期
此
別
知
何
地

、
莫
厭
花
前
勧
酒
盃
。

(
全
書
巻
二
十
、
外
集
二
、
居
越
詩
内
)

夜
宿
浮
峯
次
謙

之
韻

日
日
春
山
不
厭
尋
、
野
情
原
自
瀬
朝
管
、

幾
家
茅
屋
山
村
静
、
爽
岸
桃
花
漢
水
深
、

石
路
草
香
随
鹿
去

、
洞
門
薙
月
嘉
猿
吟
、

繹
堂
坐
久
稜
清
馨
。
却
笑
山
僧
亦
有
心
。

(
同

上
)

張
元
沖
と
儒
佛
道
三
敦
に
就
て
論
辮
す
。

五
十
三
歳

嘉
靖
三
年
甲
申
、
皇
紀
二

一
八
四
、
西
紀

一
五
二
四

(
二

)
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在

王
陽
明
佛
刹
巡
暦
年
譜
會
要
(
三
)

國
學
基
本
叢
書
本
、
全
書
、
雀
三
五
、
附
録

四
、
年
譜
附
録

一
、
四
八
頁
に

む

む

「
先
是
師
在
越
、
四
方
同
門
來
遊
日
衆
、
能
仁

　

む

む

む

む

む

光
相
至
大
天
妃
各
寺
院
居
不
能
容
、
同
門
王

艮
何
秦
等
乃
謀
建
棋
居
齋
舎
予
至
大
寺
左
、

以
居
來
學
、
師
没
後
、
同
門
相
糧
來
居
」

と
記
す
る
を
以
て
之
を
按
す
る
に
陽
明
は
五

+
三
需

後
毒

中

(篶

肚
講

蒲

軌
ハ

騰

朕
)能
仁
、
光
相
、
至
大
、
天
妃
各
佛
刹

に
於
て
門
弟
の
講
習
と
王
學
の
提
唱
と
に
力

め
し
な
り
。

ρ越

正
月

郡
守
南
大
吉
、
門
生
と
な
り
稽
山
書
院
を
創

建
し
て
陽
明
を
聰
し
聴
講
す
る
者
三
百
飴
人

主
と
し
て
大
學
の
萬
物
.一
禮

の
妙
旨
を
嚢
明

し
致
良
知
、
止
至
善
の
功
夫
を
な
さ
し
む
。

四
月

父
龍
山
公
の
忌
服

る
。

八
月

仲
秋
月
明
の
夜
、
門
弟
を
碧
霞
池
の
天
泉
橋

絆
に
集
め
て
開
宴
し
吟
風
弄
月
雅
歌
投
壼
の

(
=
こ

遊
を
な
す
。

碧
霞
池
夜
坐

一
雨
秋
涼
入
夜
薪

一
池
漫
孤
月
倍
精
紳
,

潜
魚
水
底
傳
心
訣
、
棲
鳥
枝
頭
説
道
眞
、

莫
謂
天
機
非
嗜
欲
、
須
知
萬
物
是
吾
身
、

無
端
禮
樂
紛
紛
議

、
誰
與
青
天
掃
宿
塵
。

(
全
書
雀
二
+
、
外
集
二
、
居
越
詩
)

秋

聲

.秋
來
萬
木
嚢
天
聲

、
勲
麸
回
琴
日
夜
清
、

絶
調
遍
随
流
水
遠
、
絵
晋
細
入
晩
雲
輕
、

洗
心
眞
己
塞
千
古
、
傾
耳
誰
能
緋
九
成
、

徒
使
清
風
傳
律
呂
、
人
間
瓦
缶
正
雷
鳴
。

(
同

上
)

月
夜
二
首
(與
諸
生
歌
工」
天
泉
橋
)

萬
里
中
秋
月
正
暗

、
四
山
雲
霞
忽
然
生
、

須
隻
濁
霧
随
風
散
、
依
奮
青
天
此
月
明
、

肯
信
良
知
原
不
昧
、
從
他
外
物
量
能
櫻
、

老
夫
今
夜
狂
歌
獲
、
化
作
釣
天
漏
太
清
。
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塵
慮
中
秋
此
月
明
、

須
憐
絶
學
経
千
載
、

影
響
術
疑
朱
仲
晦
、

鰹
然
舎
麸
春
風
裏
、

秋

夜

春
園
花
木
始
菲
菲
、

天
廻
櫻
豪
含
氣
象
、

聞
來
心
地
如
室
水
、

深
院
寂
蓼
翠
動
息
.

不
知
何
虜
亦
翠
英
.

莫
負
男
兇
過

一
生
、

支
離
差
作
鄭
康
成
、

黙
也
錐
狂
得
我
情
。

(
同

上
)

叉
是
高
秋
落
葉
稀
、

月
明
星
斗
避
光
輝
、

静
後
天
機
見
隠
微
、

猫
憐
烏
鵠
続
枝
飛
。

(同

上
)

夜

坐

猫
坐
秋
庭
月
色
新
、
乾
坤
何
庭
更
閑
人
、

高
歌
度
與
清
風
去
、
幽
意
自
随
流
水
春
、

千
聖
本
無
心
外
訣
、
六
経
須
彿
鏡
中
塵
、

却
憐
擾
擾
周
公
夢
、
未
及
幌
怪
随
巷
貧
。

(同

上
)

欝
柏
に
敬
畏
と
漉
落
と
に
就
て
敏
鍮
す
。

王
陽
明
佛
刹
巡
暦
年
譜
會
要
(三
)

劉
侯
に
封
し
て
入
山
養
欝
…の
可
否
に
就
て
説

論
す
。

徳
洪
の
父
、
心
漁
翁
に
聖
學
の
畢
業
に
妨
な

き
を
論
論
す
。

十
月

門
生
南
大
吉
は
陽
明
の
論
學
書
を
と
り
復
五

巻
を
増
し
て
越
に
於
て
傅
脅
録
を
績
刻
す
。

登
奏
望
爺

各

言

全
書
毬
二
+
、
外
集
二
(國
學
基
本
叢
書

五
十
四
歳

在

越

本
、

一
二
七
頁
)
に

「嘉
靖
甲
申
冬
二
十

一

日
.
再
登
秦
望
、

自
弘
治
戊
午
登
後
二
十
七

年
夷
云
々
し
と
あ

る
を
以
て
此
の
歳
冬
秦
望

に
登
り
し
な
ら
ん
。

嘉
靖
四
年
乙
酉
、
皇
紀
一
=

八
五
、
西
紀

一
五
二
五

正
月

夫
人
諸
氏
卒
す
。

「稽
山
書
院
奪
経
閣

記
」
(
全
書
巻
七
、
所
牧
)

を
著
作
せ
り
。
之
陽
明
の
六
経
に
劉
す
る
意

見
窺
知
す
る
を
得

べ
し
。

四
月

諸
氏
を
徐
山
の
阻
墓
に
耐
葬
す
o
後
、
張
民

(
一
三
)

"
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王
陽
風
佛
瓢
巡
暦
年
譜
會
要
(
三
)

を
糠
室

に
親
迎
す
〇

六
月

前
年
服
、
己
に
除
く
も
起
復
の
命
ぽ
し
、
依

り
て
禮
部
尚
書
席
書
,
特
に
論
薦
せ
し
も
容

れ
ら
れ
ざ
り
き
。

蹄
絵
銚

九
月

飴
挑
に
節
省
し
て
詩
肚
を
鹸
銚
の
西
方
龍
泉

山
中
天
閣
に
定
め
詩
賦

に
興
ぜ
り
。

顧
東
橋
に
致
知
格
物
の
旨
を
教
示
し
、

「抜

本
塞
源
論
」
(傳
習
録
中
巻
所
牧
)を
作
り
、

・

そ
の
末
に
糠
ぐ
に
萬
物

一
艦
の
旨
を
読
審

せ

り
〇

十
月

門
生
陽
明
書
院
を
越
城

に
建
立
す
。

五
十
五
哉

在

越

嘉
靖
五
年
丙
戌
、
皇
紀
一
=

八
六
、
西
紀

一
五
二
六

一二
月

都
…守
盆
に
霊
日を
組
ハ
へ

(全
黛
日巻
六
所
…牧
)
良

知
上
よ
り
禮
を
論
す
。

"

四
月

南
大
吉
に
書
を
與

へ

(全
書
巻
六
所
牧
)
致

良
知
的
功
夫
を
読
く
。

隊
陽
徳
に
書
を
以
て
講
學
と
實
務
と
に
就
て

㌔

八
月

十

一
月

十
二
月

(
一
四
)

或
は
又
、
良
知
と
見
聞
と
に
就
て
詮
く
。

(
「傳
習
録
」
巻
中
所
牧
)◎

晩
生
講
豹
に
書
を
似
て
天
地
萬
物

一
髄
と
良

知
と
に
關
し
て
論
示
す
。
(
「
傳
習
録
」
巻
巾

所
牧
)

縫
室
張
氏
實
子
正
億

(
初
命
名
正
聰
)
を
生

む
。
」
陽
明
初
め
て
子
を
得
し
な
り
。

劉
邦
釆
、
惜
陰
會
を
爲
り
、
陽
明
之
が
爲
め

に

「惜
陰
読
し
(全
書
巻
七
所
牧
)を
作
る
。

之
蓋
し
致
良
知
に
就
て
光
陰
を
惜
む

ぺ
き
を

…教
示
せ
し
な
り
。

碧

什
離

辮

雑

琵

M
朋
問

居
馨

諸
生
に
敏
示
せ
し
詩
は

陽
明
の
晩
年

の
思
想
を
窺
知
す
る
を
得
べ
き

の
み
な
ら
す
叉
藤
思
想

の
多
分
に
充
浴
す
る

を
見
る
。

詠
良
知
四
首
示
諸
生

箇
箇
人
心
有
仲
尼
、
自
將
聞
見
苦
遮
迷
、
・
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}応
A
コ
山指
組
ハ膣呉
盟顕
面
、
ロバ
日疋
白
以
亙知
蕾
火伸昊
疑
O

問
君
何
事
日
憧
憧
、
煩
悩
揚
申
錯
用
功
、

莫
道
聖
門
無

ロ
訣
、
良
知
爾
字
是
参
同
。

人
人
自
有
定
盤
針
、
萬
化
根
縁
線
在
心
、

却
笑
從
前
顛
倒
見
、
枝
枝
葉
葉
外
頭
尋
。

.、

無
聲
無
臭
猫
知
時
、
此
是
乾
坤
萬
有
基
、

勉
却
自
家
無
蓋
藏
.
澹
門
持
鉢
歎
貧
見
。

(
全
書
巻
二
十
、
外
集
二
、
居
越
詩
内
)

示
諸
生
三
首

爾
身
各
各
自
天
眞
、
不
問
求
人
更
問
人
、

但
致
良
知
成
徳
業
、
護
從
故
紙
費
精
騨
、

乾
坤
是
易
原
非
書
.
心
性
何
形
得
有
塵
、

莫
道
先
生
學
…暉
語
、
此
言
端
的
爲
君
陳
。

人
人
有
路
透
長
安
、
坦
坦
卒
挙

一
直
看
、
-

審
道
聖
賢
須
有
秘
、
翻
嫌
易
簡
却
求
難
雨

只
從
孝
弟
爲
尭
舜
.
莫
把
辞
章
學
柳
韓
、

不
信
自
家
原
具
足
、
講
君
随
事
反
身
観
o

長
安
有
路
極
分
明
、・
何
事
幽
入
膿
不
行
、

王
陽
朋
佛
刹
巡
暦
年
譜
會
要
(
三
)

途
使
募
茅
成
間
塞
、
儘
敏
藥
鹿
自
縦
横
、

.
徒
聞
絶
境
勢
懸
想
、
指
與
迷
途
却
浪
驚
.

冒
瞼
甘
投
蛇
旭
窟
、
顛
崖
堕
堅
寛
亡
生
。

(
同

上
)

答
人
間
良
知
二
首

良
知
却
是
猫
知
時

、
此
知
之
外
更
無
知
,

誰
人
不
有
良
知
在
、
知
得
良
知
却
是
誰
。

知
得
良
知
却
是
誰

、
自
家
痛
震
自
家
知
、

若
將
痛
旛
從
人
問

、
痛
屡
何
須
更
問
爲
.

●

(同

上
)

答
人
間
道

鰻
來
喫
飯
倦
來
眠
、
只
此
修
行
玄
更
玄
、

読
與
世
人
渾
不
信

、
却
從
身
外
覚
紳
仙
。

(同

上
)

別
諸
生

綿
綿
聖
學
已
千
年
、
爾
字
良
知
是
口
傳
、

欲
識
渾
倫
無
斧
墾
、
須
從
規
矩
出
　方
圓
∵

不
離
日
用
常
行
内
、
直
造
先
天
未
書
前
、

(
一
五

)
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王
陽
明
佛
刹
巡
暦
年
譜
曾
要
(
三
)

握
手
臨
岐
更
何
語
、・
股
…勲
莫
塊
別
離
籔
。

(
同

上
)

五
在 十

六
越 歳

嘉
靖
六
年
丁
亥
、
皇
紀
二

一
八
七
、
、西
紀

一
五
二
七

正
月

書
を
黄
宗
賢

に
與

へ
て
致
良
知
的
修
養
法
を

渤
読
せ
り
C
(全
書
毬
六
所
牧
)。

四
月

郷
守
盒
は
文
録
を
安
徽
の
廣
徳

に
於
て
刻
す

五
月

都
察
院
左
都
御
皮
を
鍍
て
廣
西
の
思
(思
恩
)

田
爾
州
の
反
賊
征
討
を
命
ぜ
ら
る
。

八
月

磁

六
月

八九

日月

上
疏
し
て
蹴
退
せ
し
も
允
さ
れ
す
。

將

に
廣
に
入
ら
ん
と
し
「客
坐
私
貌
」
(
全
書

魅
二
四
所
牧
)
を
爲
ヶ
て
子
弟
を
戒
む
。

師
の
所
謂

無
善
無
悪
是
心
之
鰹
、
有
善
有
悪
是
意
之

動
、
知
善
知
悪
是
良
知
、
爲
善
去
悪
是
格

物
。
(全
書
巻
三
)

に
就
て
銭
緒
山
は
之
を
是
と
し
王
龍
漢
は
究

寛
的
話
頭
に
非
す
と
し
て

(
=
ハ
)

若
論
心
禮
是
無
善

無
悪
、
意
亦
是
無
善
無

悪
的
寛
、
知
亦
是

無
善
無
悪
的
知
、
物
是

蕪
善
無
悪
的
物
夷

。

(同

上
)

の
四
無
読
を
唱
へ
互

に
天
泉
橋
上
に
於
て
師

弟
攻
究
問
答
す
。
之
天
泉
誰
道
紀
或
は
四
言

…敏
と
稻
謂
さ
れ
.
陽
明
學
の
要
訣
に
就
て
論

論
せ
し
物
に
し
て
且
、
爾
弟

の
思
想
も
分
明

に
窺
知
せ
ら
る
～
所
で
此
の
問
答
法
は
輝
宗

五
組
弘
忍
門
下
の
慧
能

(
身
是
菩
提
樹
、
心

如
明
鏡
台
、
時
々
勤
佛
拭
、
莫
使
惹
塵
挨
、

「
六
組
壇
経
行
由
第

一
し)
と
紳
秀

(菩
提
本

無
樹
、
明
鏡
亦
非
台
、
本
來
無

一
物
、
何
慮

惹
塵
挨
、同
上
」
)
と

(弘
忍
、
慧
能
、
神
秀

の
問
答
法
は
六
阻
壇
経
行
由
第

一
参
照
)
の

そ
れ
に
類
似
し
、
且
,
思
想
的
に
も
相
通
す

る
物
あ
る
を
見
る
。
之
等
爾
思
想
に
關
し
て

は
正
法
輪
(
八
四
九
號

八
五
三
號
)
所
載

の
拙
論

至

陽
明
の
四
　一・

教

と

訓岬
墨

思

想

」

参

照

す

ぺ
し

。

}

/
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獲

越

畝

朋

獲

塘
塾

朗

過
釣
轟

馬

過
嚴
灘
軌
塊

思
田
討
征
の
た
め
越
中
を
嚢
す
。

銭
塘
江
を
渡
る
。

～

昊
の
山
月
巖
及
び
釣
豪
を
過
ぐ
。

王
龍
漢
、
銭
緒
山
の
爾
弟
は
陽
明
を
緻
邊
し

て
嚴
灘
(漸
江
、
嚴
州
)
に
至
り
龍
漢
は
佛
激

の
實
相
幻
相
の
旨
説
を
墨
止
し
て
教
示
を
懇

請
せ
し
に
陽
明
は

有
心
倶
是
實
、
無
心
倶
是
幻
、
無
心
倶
是

實
、
有
心
倶
是
幻
、

(
國
墨
基
本
叢
書
本

全
書
巷
三
,
三
一詳
頁
)

と
て
読
示
せ
し
な
り
。
龍
漢
は
師
読
の
所
謂

「
有
心
倶
是
實
、
無
心
倶
是
幻
し
は
本
禮
上
に

功
夫
を
読
き
其
の

「無
心
倶
是
實
、
有
心
倶

是
幻
」
は
功
夫
上
に
本
罷
を
読
く
と
せ
し
読

に
封
し
陽
明
之
を
首
肯
せ
し
な
め
。
か
く
高

遠
玄
妙
な
る
暉
的
思
想
を
有
す
る
龍
漢
は
端

的
に
玄
旨
を
省
悟
せ
し
と
錐
も
緒
山
は
後
徴

載
に
し
て
木
罷
師
功
夫
.
罷
用

一
源
の
妙
旨

王
陽
窮

佛
刹

巡
暦
年
譜
會
要
(
三
)

〆
藩

州
価
罷

(
赴
開
化
)

過
常
山
軌
罷

過
廣
信

勅
日
甥

+

月

至
南
冒

上
旬
?

を
誰
せ
り
。
實
相

は
法
華
・経
所
読
の

「諸
法

實
相
」
、
幻
相
は
浬
.葉
経
所
読
の
「
事

々
皆
室
」

に
し
て
大
般
浬
禦
経
、
金
剛
維
。
圓
畳
経
、

肇
論
、
大
乗
入
榜

伽
維
等
に
於
て
も
之
を
読

く
を
見
る
。
此
の
論
話
を

「
嚴
灘
問
答
し
と

構
謂
さ
れ
四
言
教
と
共
に
陽
明
最
晩
年
の
肝

要
な
る
旨
論
に
し

て
王
銭
爾
子
の
根
機
と
思

想
と
の
差
異
が
窺

見
せ
ら
る
。
此
の

「
嚴
灘

問
答
し
の
詳
細
は
拙
稿

「
王
陽
明
の
天
泉
誰

道
紀
と
輩

思
墾

(援
講
雛

聾

参
照

す

べ
し
。

衡
州
(
西
安
)
に
至
り
諸
生
の
親
迎
を
受
く
。

(
途
次
開
化
に
赴

き
戴
山
寺
を
訪
歴
せ
し
な

ら
ん
。
)

漸
江
の
常
山
を
過

ぐ
。

江
西
の
廣
信
を
過
ぐ
。
途
次
、
徐
越
の
軍
定

を
敏
鍮
す
。

南
昌
に
至
り
土
民

の
親
迎
を
受
く
。
南
昌
に

(
桝
七

)
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玉
陽
明
佛
刹
巡
暦
年
譜
會
要
(三
)

至
り
し
翌
日
、
孔
子
廟
に
謁
し
明
倫
堂
に
於

て
大
學
を
講
す
。

至
吉
安

軒
旬
用

そ
れ
よ
り
吉
安
に
至
り
螺
川
騨
の
奮
游
の
諸

生
に
迎

へ
ら
れ
修
養
論
を
提
唱
せ
り
。

過
詔
州
十

噺
月
初
?
廣
東
の
詔
州
を
過
ぐ
る
の
時
、
詔
州
の
延

壽
寺
及
び
雲
門
峯
に
遊
び
し
な
ら
ん
。

再
遊
延
壽
寺
次
奮
韻

暦
暦
漢
山
記
奮
踪
、
寺
曾
蓬
佳
翠
微
重
、

扁
舟
曾
乏
桃
花
入
、
岐
路
心
多
草
樹
封
、

谷
ロ
鳥
聲
蒙
伐
木
、
石
門
姻
火
出
深
松
、

年
來
百
好
倶
衰
薄
、
猫
有
幽
探
興
省
濃
。

(全
書
巻
二
十
、
外
集
二
、
居
越
詩
内
)

過
肇
慶

骨
爺

廣
東
の
肇
慶
を
響

中瞥

て
書
を
徳
洪
、
汝

・

中
に
寄
與
し
併
せ
て
家
族
の
事
を
懇
囑
す
。

(
全
畿
日巻
山ハ
所
牧
)

至
梧
州

計
酷

廣
西
の
梧
州
量

り
施
政
府
を
開
き
方
略
を

議
す
。

在
梧
州
十
二
月

暫
ら
く
爾
廣
巡
撫
の
象
務
を
命
ぜ
ら
れ
上
疏

(
一
八

)

し

て
蹴

し

も
尤

さ
れ

ず

。

五
十
七
歳

嘉
靖
七
年
戊
子
、
皇
紀
一
=

八
八
、
西
紀

一
五
二
八

在
思
田

二
月

思
田
爾
州
の
賊
集
干
定
。

四
月

都
毫
を
田
州
に
遽
す
事

を
議
せ
し
も
果
さ
す

思
田
に
學
校
を
興
し
育
英
に
鑑
す
仲

五
月

新
民
を
愛
撫
す
。

在
南
寧

六
月

廣
西
の
南
寧
に
學
校
を
興
す
。

赴
八
塞

七
月

貴
州
の
八
塞
及
び
断
藤

峡
の
諸
賊
を
掃
蕩

す
。
上
疏
し
て
思
田
爾
州
、
八
塞
、
及
び
断

藤
峡
の
経
略
を
乞
ふ
。

在
梧
州

軌

朋

思
田
爾
州
反
撃

定
の
功
を
費
し
、
漏
恩
は

恩
賜
の
賞
品
を
賓
捧
し

て
鎭
に
至
る
。

九
月

銭
王
爾
子
に
書
を
與

へ
て
、
學
況
及
び
家
郷

の
溝
息
を
懇
問
す
。

汁

朋

病
重
き
を
以

て
、
上
疏

し
て
賜
暇
を
請
ひ
し

も
允
さ
れ
す
。

十
月

一
日
梧
州
の
伏
波
廟

に
謁
す
。
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サ

至
鍍

軒
瓢

+

唱
月

過
梅

嶺

廿

五
日

廣
東
の
増
城
に
至
ら
、
五
世
の
組
、
王
綱
の

祠
に
謁
し
祀
を
奉
す
。

叉
、
心
友
、
湛
骨
泉

の
盧
を
過
ぐ
。

題
甘
泉
居

我
見
甘
泉
居
.
近
連
菊
披
麓
、
十
年
勢
夢

思
、
今
來
快
心
目
、
彿
徊
欲
移
家
、
山
南

樹
堪
屋
、
渇
飲
甘
泉
泉
、
飢
喰
菊
坂
菊
、

行
看
羅
浮
雲
.
.此
心
柳
復
足
。

(全
書
巻
二
十
、
外
集
二
、
居
越
詩
内
)

書
泉
翁
壁

我
組
死
國
事
、
肇
煙
在
増
城
、
荒
祠
幸
薪

復
、
適
來
奉
初
蒸
、
亦
有
兄
弟
好
、
念
言

思

一
尋
.
蒼
蒼
象
葭
色
、
宛
隔
環
瀬
深
、

入
門
散
圖
史
、
想
見
抱
膝
吟
、
賢
郎
敬
父

執
、
童
僕
意
相
親
.
病
騙
不
逞
宿
、
留
詩

慰
盤
勲
,
落
落
千
百
載
、
入
生
幾
知
晋
道

通
著
形
遊
.
期
無
負
初
心
。

(
同

上
)

江
西
廣
東
省
境
大
庚
嶺
の
梅
嶺
を
喩

ゆ
。

王
陽
・明
佛
瓢
巡
暦
年
譜
曾
要
(
三
)

至
南
安

計
筋

江
西
の
南
安
に
著

、
同
地
の
官
薯

り
し

門
生
、
周
積
が
舟
中

に
懇
問
す
。

泊
青
龍
鮭

殿

嘉

讐

碇
泊
。
其
の
翌
曉
、
二
竪
墨

す
・

卒
南
安

斌
麗

周
積
が
覇

來
侍
せ
し
時
、
徐
に
開
眼
し
て

「
吾
去
突
」と
告
ぐ
。
風
積
、
遺
言
を
尋
る
に

「
此
心
光
明
、
亦
復
何
言
」と
莞
爾
と
し
て
答

へ
、
少
頃
の
後
途
に
示
寂
せ
り
。
實
に
是
、

世
宗
嘉
靖
七
年
十

一
月
二
十
九
日
辰
の
刻
に

し
て
、
我
朝
、
後
奈
良
帝
享
緑
元
年
、
足
利

十
二
代
將
軍
義
晴
の
時
代
な
り
き
。

(陽
明
の
遊
歴
せ
し
佛
刹
、
名
山
、
道
観
に

關
し
て
は

「陽
明
巡
歴
略
圖
」
乙
、
二
、
三

四
、
参
照
)。

(
五
十
歳
よ
り
五
十
七
歳
迄
の
巡
歴
は

つ陽

明
巡
歴
略
圖
」
四
及
び

=
参
照
)
。

襯
在
南
安

計
二
朗
南
安
の
南
埜
讐

於
て
門
生
張
思
聰
、
王
大

用
、
劉
邦
釆
等
祭
を
設
け
嚴
粛

に
棺
歓
す
。

襲
南
安
+
二
月日

槻
を
輿
し
て
舟

に
上
り
、
南
安
を
獲
し
鞍
州

襯
赴
南
昌
四

(
一
九

)
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王
陽
睨
佛
刹
巡
層
年
譜
會
要
(
三
)

(
二

二

)

P

ら

辱

覧

矯庶癬
巡
蕗

蘭
塞
繋

)v
・

藤

舗

難

、㍉
姦

團

韻
州

厄
粛
舟

夢
門
峯

渡

工

沼

..ギ

賎

轟

素

肇
慶
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